
第１０回東アジア首脳会議（ＥＡＳ）議長声明骨子（２０１５年１１月２２日） 

 

●２０１５年にＥＡＳ設立１０周年を迎えることに留意。東アジア地域におけ

る平和，安定，経済的繁栄を促進するとの目的で，政治，安全保障，経済に

係る地域共通の懸念事項に関する戦略的対話及び協力を実施する首脳主導の

フォーラムとしてのＥＡＳの役割を強調した過去の諸宣言へのコミットメン

トを再確認。 

 

●ＥＡＳ１０周年記念の機会にＥＡＳを更に強化する中で，「ＥＡＳ１０周年記

念クアラルンプール宣言」を採択。 

 

●次の１０年間に向けた新たな連結性計画をＡＳＥＡＮが策定中であることを

念頭に，「シルクロード経済ベルト」及び「２１世紀の海のシルクロード」計

画に留意し，アジア開発投資銀行（ＡＩＩＢ）の早期設立及び「質の高いイ

ンフラパートナーシップ」に期待。ＡＳＥＡＮ・東アジア経済研究センター

（ＥＲＩＡ）による「ＣＡＤＰ２．０」に留意。 

 

●海洋の安全及び安全保障を促進する上で地域協力推進の重要性を強調。「地域

海洋協力推進に関するＥＡＳ声明」を採択。インドネシアにおける第６回Ａ

ＳＥＡＮ海洋フォーラム及び第４回拡大ＡＳＥＡＮ海洋フォーラム（ＥＡＭ

Ｆ）の同時開催も歓迎。海洋協力をＥＡＳの優先協力分野に含めることの可

能性を追求するよう事務方に指示。 

 

●南シナ海における平和，安定，安全の維持並びに航行及び上空飛行の自由の

保持の重要性を再確認。 

 

●当事者間の信頼・信用を傷つけ，地域の平和，安全及び安定を損ない得る，

地域における最近及び現在進行中の動向に対して，複数の首脳により表明さ

れた深刻な懸念に留意。 

 

●習近平主席が最近の米国訪問中に表明した，中国は南シナ海において軍事化

を追求する意図はないという中国からの保証を歓迎。 

 

●南シナ海行動宣言（ＤＯＣ）全体としての完全かつ効果的な履行を確保し，

相互の信頼及び信用を構築・維持・増進し，行動に自制を働かせ，威嚇又は

武力の行使に訴えず，関係当事国が１９８２年の国連海洋法条約を含む国際



法にのっとって立場の違い及び紛争を平和的手段によって解決する，とのＡ

ＳＥＡＮ加盟国及び中国のコミットメントを強調。 

 

●２０１５年１０月１９日～２０日に中国・成都で開催されたＤＯＣに関する

第１０回ＡＳＥＡＮ・中国高級実務者会合（ＳＯＭ）及び第１５回ＡＳＥＡ

Ｎ・中国共同作業部会（ＪＷＧ）の結果に留意。南シナ海行動規範（ＣＯＣ）

策定に向けた協議を次の段階へ進めるとのＡＳＥＡＮ加盟国と中国の間の最

近の合意に勇気づけられており，効果的なＣＯＣの早期策定を期待。 

 

●朝鮮半島における最近の動向を懸念とともに留意し，地域における平和，安

全及び安定の重要性を強調。北朝鮮による２０１５年５月の弾道ミサイル発

射に深刻な懸念を表明。緊張を高めるいかなる行動にも反対。朝鮮半島にお

ける信頼醸成に向けた活動の重要性，並びに全ての関連する国連安保理決議

を完全に履行すること及び平和的な方法による朝鮮半島の完全かつ検証可能

な非核化に向けた道を開く２００５年９月１９日の六者会合共同声明の下で

のコミットメントを関係者が遵守することの必要性を強調。拉致問題を含む

人道上の懸念に対処することの重要性も強調。 

 

●最近数週間のテロ攻撃を強く非難。暴力的過激主義及びテロリズムの脅威へ

包括的に対処する必要性を強調。「穏健主義のグローバル運動に関するＥＡＳ

宣言」及び「暴力的過激主義に対抗するＥＡＳ声明」を採択。 

 

●民主主義，透明性及び説明責任の原則に導かれ，開放的かつ包摂的な協議を

通じて得られるような，総会の再活性化及び安全保障理事会の改革を含む国

連の包括的改革の必要性を再確認。 

 

●ＡＳＥＡＮ経済共同体の実現，並びに東アジア及びアジア太平洋地域の更な

る地域経済統合に向けたＡＳＥＡＮのコミットメントへの支持を再確認。Ｔ

ＰＰ交渉妥結及び東アジア地域包括的経済連携（ＲＣＥＰ）合意に向けた交

渉で得られた進展に留意。２０１５年１１月２２日の「ＲＣＥＰ交渉に関す

る共同声明」のとおり，全ての当事者がＲＣＥＰ交渉妥結に向けた努力を強

化することを要請。 

 

●ラオスでの２０１６年第１１回ＥＡＳ開催を期待。 

（了）  


